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１． はじめに 
一般的な大語彙連続音声認識では，音素とその特徴

を定義した音響モデルと単語とその読みを定義した単

語辞書，および単語間の接続確率を定義した言語モデ

ルという３つの辞書を参照し認識結果を出力する（以

下，単語辞書と言語モデルを合わせて言語モデルと呼

ぶ）．新出語や流行語，死語に代表されるように，言

語は時間と共に刻々と変化する．高精度な音声認識精

度を保持するためには，言語の使用形態の変化と共に

言語モデル中の知識も更新しなければならない． 

また，認識タスクがあるトピックに特定される場合

を考える．この際，言語モデルをトピックに関連する

テキストデータから構築することによって音声認識率

は向上することが知られている[1]． [2][3]では，ウェ

ブテキストから抽出したテキストを用いた学習を行っ

ていた．その過程においては，自然文章から単語を数

え上げるための前処理として，形態素解析による単語

分割および読み情報の付与が必要である．しかし，収

集したウェブ テキスト中には，形態素解析の辞書には

未登録であり，読みの付与ができない単語が頻出する．

このため，統計量の算出が正しく行えない．また，音

声認識に必要な単語辞書に対して読みを正しく決定で

きない問題が発生していた．本研究では，この問題に

対し，ウェブ ネットワーク上に存在する言語知識（は

てなキーワードAPI[4]）を利用して，正しい読みを獲得

し，形態素解析用の形態素辞書及び音声認識用の言語

モデルを更新する手法を提案する． 

2 ．提案手法の概要 
提案手法は，図1 のように三段階のステップを持つ．

このうち ウェブ テキスト収集及び単語辞書更新の２つ

のステップにおいて，ウェブネットワークからの知識

の獲得を実現している．提案手法の手順を以下に示す．

本手法は，特定の認識タスクに応じた言語モデルの自

動構築を実現するものである． 
 

Step1  認識タスクに関するキーワードをクエリとした 

 ウェブ 検索を行い，言語モデルの学習元となるテ

キストを収集する． 

Step2  収集テキストから形態素辞書に未登録な単語を 

自動抽出し， ウェブ 知識を元に，その単語の読み

を獲得する．その結果を用いて，形態素辞書を更

新する． 

 
 

図１．提案手法の構成 

 

Step3  収集テキストを，更新された形態素辞書で再解 

析する．その結果から単語の出現頻度を求めて， 

N-gram言語モデルを構築する． 

3．ウェブテキスト収集 
従来，認識タスクに関連するトピックを持ったテキ

ストを人手で選択・収集するのは，非常に大きな手間

が必要であった．本手法のStep 1 では，この作業を自動

化した．安易なウェブ検索によってウェブテキストを

収集した場合，トピックに関連のないウェブテキスト

を収集してしまうことが予想される．これは音声認識

率の低下の原因となる．そこで，提案手法ではウェブ

テキスト収集を２段階で行なうことでこの問題に対処

する．１度目のウェブテキスト収集では，認識タスク

を指定するキーワードを検索クエリとしてウェブ検索

をし，HTML テキストを収集する．ウェブ検索には

Yahoo! Search API [5] を利用した．また，収集するペ

ージ数を30 に設定した．次に，収集したテキストに出

現する名詞の中から，２度目のウェブ検索における補

助的な検索クエリを選定する．補助クエリには，同一

ページに出現するキーワードと類似・関連性の高い単

語を選択する．単語間類似度W(t) は，以下の式(1) から

求めた．DF(t) は単語t が出現する文書数を表す． 
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また，Yahoo!関連検索ワードウェブサービス[5] が推薦

する単語に対しても上記の類似度計算を行い，補助ク

エリの候補とした．最終的に，単語間類似度上位 50 名
詞を補助的な検索クエリとした．これと，入力された

キーワードを組み合わせ，２度目のウェブ検索（AND 
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検索）を行う．この結果に対してウェブクロールを行

い，言語モデル学習用テキストデータの収集を実施し

た． 

4．単語辞書更新 
 Step 2 では，ウェブ上に存在する既存の知識集合を

用いて形態素辞書を更新した．収集したテキストに含

まれる形態素辞書に未登録な単語を適切に処理するた

めに，本研究では，形態素解析を以下のように2 回適用

する．1 度目は辞書に未登録な単語を抽出するための解

析である．更新前の形態素辞書を用いて，以下のよう

に解析された単語列を辞書に未登録な単語として抽出

した． 
 

1. 形態素解析の結果，「未知語」と解析された 

形態素 

2. 英数字列 

3. 形態素2-gram 
4. カタカナ文字列 

 

1.～3. の未登録と判断された単語に対しては，はてな

キーワードAPI から読み情報を与え，辞書に追加した．

はてなキーワードAPI は，入力された単語に対し，読み

情報の要素を持つXML 形式の検索結果を出力する．

APIでヒットし，新たに登録された単語の品詞は「名詞-
サ変接続」とした．また，形態素生起コストには100 を
暫定的に設定した．カタカナ文字列の読みは，カタカ

ナ文字列そのものとし，1.～3. と同様の条件で辞書に追

加した． 

 3. の形態素2-gram とは，“ロック”+“歌手”のよう

に出現した形態素の前後を組につないだ単語である．

はてなキーワードAPI は完全一致検索ではないため，2-
gramが登録単語の一部になっていればヒットする．そ

のため，2-gram を未登録語の候補とすることで，分割

して形態素解析されてしまった単語にも読みを与える

ことができる． 

 Step 3 の言語モデル構築では，2 度目の形態素解析を

行う．このとき，更新された形態素辞書を用いて処理

を行った．この結果，正しい単語出現頻度を求めるこ

とができるようになった． 

5．音声認識実験 
提案した手法を用いて言語モデルの構築を行い，音

声認識実験を行った．形態素辞書を更新した場合（提

案法）と未更新の場合（従来法）の単語正解精度を比

較する．音声認識デコーダはJulius ver. 3.5.3，形態素解

析器はChaSen ver. 2.3.3，形態素辞書はipadic-2.6.3 を使

用した．作成したのは，言語モデル（2-gram，逆向き3-
gram）と単語辞書である．言語モデルの学習に用いた  
ウェブ ページ数は500 ページ（検索クエリ50 対× 10 
ページ， 1.8MB）である．認識タスクは邦楽アーティ

ストの名前から「くるり」に設定した．テストセット

として「くるり」を紹介する雑誌記事*1から100文章を

抽出して，男女各5 名の話者が読み上げた音声を用意し

た． 

 認識結果への悪影響が予想されるため，アルファベ

ットの一文字は単語辞書から除外した．提案手法によ

る更新処理の結果，形態素辞書に新たに追加された単

語数は5,860 であった．「くるり」タスクに対して追加

登録された形態素辞書のエントリ例を図2 に示す．図3 
に，テストセットに対する平均単語正解精度および話

題語認識率を示す．話題語とは，今回の認識タスクで

ある「くるり」に関連する単語（アルバム名や他のア

ーティスト名など）である． 
人名やカタカナ語(“カオティック”など) に対しては

認識精度の向上を確認した．しかし，英語表記の曲名

など，はてなキーワードにも未登録な単語に関しては

従来法と変わりがなかった．  
 
 
 
 
 

 
 

図2: 追加登録された形態素辞書のエントリ例 
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(品詞(名詞サ変接続))((見出し語 

(ＲＯＳＳＯ 100))(発音ロッソ)) 
 
(品詞(名詞サ変接続))((見出し語 

(大村達身100))(発音オオムラタッシン)) 
 

図3: テストセットに対する音声認識率 

6．おわりに 
単語辞書の更新にウェブ知識を利用した音声認識の

改善手法を提案した．形態素辞書の更新により，単語

正解精度の向上を確認した．従来法との比較において，

6.0 ％の改善を確認した．また，話題語認識率において

も11.3 ％の改善があった．今回は，特定のトピックに

特化した言語モデルを作成した．今後は，複数のトピ

ックに対応できるように，複数の言語モデルを融合す

る手法について検討する． 
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